
主な記事
・主食用米４年連続で生産不足 ２面
・労災保険小規模農家も義務化へ ３面
・技能検定試験問題と正解 ４－５面
・中古農機フェア実績 ８面

雨
に
も
負
け
ず

風
に
も
負
け
ず

テ
ン
ト
が
飛
ん
で
も
大
台
達
成

福
島
県
中
古
農
機
フ
ェ

ア
が
、
今
年
も
郡
山
駅
か

ら
車
で
30
分
ほ
ど
に
あ
る

大
型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
「
プ
ラ
ン
ト
5
」
駐
車

場
で
、
7
月
17
〜
18
日
の

2
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
た
。
開
催
前
日
の
夜
中

に
テ
ン
ト
4
棟
が
突
風
で

飛
ば
さ
れ
る
ア
ク
シ
デ
ン

ト
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
最

小
限
の
被
害
で
済
ん
だ
こ

と
も
あ
り
、
今
年
も
売
上

1
億
円
を
突
破
。
こ
れ
で

コ
ロ
ナ
禍
で
の
縮
小
開
催

を
除
き
、
10
年
連
続
で
の

大
台
達
成
と
な
っ
た
。

今
年
は
大
型
農
機
が
少

な
く
1
台
当
た
り
の
単
価

が
安
か
っ
た
た
め
、
成
約

台
数
は
前
年
を
上
回
っ
た

も
の
の
、
成
約
金
額
は
1

億
5
3
9
万
円
と
前
年
を

や
や
下
回
っ
た
。
毎
年
、

開
場
時
間
前
か
ら
長
蛇
の

列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
だ
け
に
、
大
台
突
破

を
続
け
る
に
は
一
定
金
額

以
上
の
タ
マ
確
保
が
鍵
を

握
る
。

〒101‐0025
東京都千代田区神田佐久間町 2の 6
森芳ビル 4階 電話03（3863）7788㈹

編集発行人 田中宏樹 FAX03（3863）7785
購読料 1カ月100円（送料共）

URL http://www.zennouki.org

発 行 所
全国農業機械商業協同組合連合会

昭和38年 8 月20日第三種郵便物認可

令和 7年 8月 1 5 日（金曜日）
毎月 1回15日発行

第

号

7 4 9



農
機
店
が
縁
も
ゆ
か
り

も
な
い
土
地
で
農
機
店
を

や
れ
と
言
わ
れ
た
ら
、
ど

う
思
う
の
だ
ろ
う
。

「
転
勤
を
き
っ
か
け
に

退
職
を
考
え
た
こ
と
が
あ

る
」
割
合
が
6
割
に
上
っ

た
。
人
材
サ
ー
ビ
ス
会
社

の
エ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
転

職
サ
イ
ト
「
エ
ン
転
職
」

の
ユ
ー
ザ
ー
男
女
2
3
0

3
人
を
対
象
に
6
月
に
実

施
し
た
「
転
勤
に
関
す
る

実
態
調
査
」
で
明
ら
か
と

な
っ
た
。
年
代
別
の
割
合

は
、
全
体
59
％
に
対
し

て
、
20
代
66
％
、
30
代
67

％
、
40
代
以
上
54
％
。
若

い
人
ほ
ど
、
転
勤
へ
の
抵

抗
感
が
大
き
い
。

転
勤
で
退
職
を
考
え
る

理
由
は
「
転
勤
し
て
ま
で

仕
事
を
続
け
た
い
と
は
思

わ
な
い
」「
子
供
の
転
校
、

転
園
は
さ
せ
た
く
な
い
」

「
家
族
と
の
時
間
が
大
事

な
の
で
、
単
身
赴
任
は
考

え
ら
れ
な
い
」
な
ど
。
こ

の
他
、「
地
方
で
あ
れ
ば

退
職
を
検
討
す
る
」「
転

居
を
伴
わ
な
い
な
ど
、
生

活
環
境
を
変
え
ず
に
済
む

の
で
あ
れ
ば
転
勤
す
る
」

と
い
う
回
答
も
あ
っ
た
。

ま
た
、転
勤
経
験
が「
あ

る
」
と
回
答
し
た
20
％
の

人
に
「
転
勤
を
き
っ
か
け

に
退
職
を
考
え
た
こ
と
が

あ
る
か
」
と
聞
い
た
と
こ

ろ
、
実
際
に
退
職
し
た
割

合
は
12
％
で
、
考
え
た
こ

と
が
あ
る
割
合
は
32
％
だ

っ
た
。
た
だ
、
年
代
別
に

見
る
と
20
代
は
25
％
と
44

％
、
30
代
で
は
15
％
と
46

％
。
動
き
や
す
く
転
職
先

の
選
択
肢
が
多
い
若
い
人

ほ
ど
、
転
勤
を
気
に
退
職

す
る
も
し
く
は
考
え
る
の

は
当
然
だ
ろ
う
。

転
勤
前
提
の
企
業
に
就

職
し
て
お
い
て
、
転
勤
が

嫌
で
辞
め
る
と
い
う
の
は

違
う
気
が
す
る
が
、
昔
か

ら
、
本
音
を
言
え
ば
転

勤
、
特
に
転
居
を
伴
う
転

勤
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

し
た
く
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、

出
世
す
る
た
め
に
は
受
け

入
れ
る
し
か
な
か
っ
た
だ

け
の
こ
と
。
今
と
違
い
、

昔
は
終
身
雇
用
が
当
た
り

前
。
言
う
こ
と
聞
い
て
勤

め
上
げ
れ
ば
生
活
が
成
り

立
っ
た
。
し
か
し
、
今
は

会
社
に
頼
れ
な
い
し
、
出

世
に
興
味
が
な
い
人
も
多

い
。あ

る
調
査
で
は
、
仕
事

を
通
じ
て
成
し
遂
げ
た
い

こ
と
と
し
て
「
安
定
し
た

生
活
を
送
り
た
い
」（
65
・

5
％
）
と
「
自
分
を
成
長

さ
せ
た
い
」（
50
・
1
％
）

と
の
回
答
が
上
位
だ
っ
た

が
、
前
者
が
年
々
増
加
傾

向
な
の
に
対
し
て
、
後
者

は
減
少
傾
向
。
ま
た
、
新

入
社
員
に
今
後
3
年
間
の

会
社
で
の
労
働
時
間
に
つ

い
て
聞
く
と
、「
定
時
に

帰
り
た
い
」
が
最
も
多
く

44
・
6
％
。
2
0
1
4
年

度
か
ら
17
・
2
ポ
イ
ン
ト

も
高
く
な
っ
た
。
20
代
の

時
間
の
使
い
方
に
つ
い
て

は
、「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
優

先
」
が
14
年
度
の
4
・
5

％
か
ら
、
25
年
度
は
18
・

5
％
と
4
倍
に
増
加
し

た
。転

勤
に
は
知
見
が
広
が

り
成
長
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
。
と
は
い
え
、
仕
事

だ
け
で
は
な
く
生
活
を
す

る
と
な
る
と
、
抵
抗
が
あ

る
の
も
よ
く
わ
か
る
。

そ
も
そ
も
、
転
居
を
伴

う
転
勤
は
専
業
主
婦
が
前

提
で
成
り
立
つ
話
。
共
働

き
家
庭
が
7
割
に
及
ぶ

今
、
転
居
を
迫
る
の
は
無

理
が
あ
る
。
昔
な
が
ら
の

企
業
の
理
屈
で
は
上
手
く

い
く
わ
け
が
な
い
。

さ
て
、
縁
も
ゆ
か
り
も

な
い
土
地
で
農
機
店
を
や

れ
と
言
わ
れ
た
ら
、
皆
さ

ん
は
ど
う
し
ま
す
か
？

２４
年
産
米
の
生
産
量
３２
万
㌧
不
足

▽
需
要
が
生
産
を
上
回
る

の
は
4
年
連
続

例
年
、
7
月
末
に
開
か

れ
る
食
糧
部
会
で
は
、
向

こ
う
1
年
間
の
主
食
用
米

の
需
要
見
通
し
が
示
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
需
要

見
通
し
が
実
態
と
か
け
離

れ
た
こ
と
が
米
の
品
薄
や

高
騰
の
一
因
と
な
っ
た
と

い
う
指
摘
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
年
は
現
状
わ
か
っ

て
い
る
数
値
の
み
を
公
表

し
た
。

今
回
公
表
さ
れ
た
試
算

結
果
7
1
1
万
㌧
は
、

元
々
の
供
給
量
8
3
2
万

㌧
に
今
年
6
月
末
ま
で
に

供
給
さ
れ
た
政
府
備
蓄
米

36
万
㌧
（
入
札
分
31
万

㌧
、
随
意
契
約
分
5
万

㌧
）
を
加
え
た
も
の
か

ら
、
今
年
6
月
末
の
民
間

在
庫
量
1
5
7
万
㌧
を
差

し
引
い
た
も
の
。
結
果
的

に
は
、
備
蓄
米
の
放
出
分

36
万
㌧
が
不
足
分
を
補
っ

た
こ
と
に
な
る
。
23
年
産

米
の
需
要
量
も
見
通
し
よ

り
24
万
㌧
多
い
7
0
5
万

㌧
に
上
振
れ
し
て
お
り
、

需
要
が
生
産
を
上
回
る
の

は
4
年
連
続
と
な
る
。

▽
流
通
業
者
の
在
庫
量
は

前
年
と
変
わ
ら
ず
／
精
米

の
歩
留
ま
り
悪
化
も
コ
メ

不
足
の
一
因
か

価
格
高
騰
に
つ
い
て
は

当
初
、
流
通
段
階
で
の
目

詰
ま
り
が
原
因
で
は
な
い

か
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
同
省
が
食
糧
法

に
基
づ
き
国
に
届
け
出
て

い
る
約
7
万
の
全
事
業
者

を
対
象
に
6
月
末
時
点
の

流
通
状
況
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
在
庫
量
は
前
年
と

ほ
ぼ
同
水
準
で
、
流
通
の

目
詰
ま
り
が
価
格
高
騰
の

原
因
と
い
え
る
よ
う
な
状

況
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
併
せ
て
調
査
し

た
精
米
の
歩
留
ま
り
状
況

に
つ
い
て
は
、
23
年
産
は

玄
米
ベ
ー
ス
で
10
万
㌧
程

度
、
24
年
産
は
6
万
㌧
程

度
の
供
給
減
が
あ
っ
た
と

分
析
。
猛
暑
に
よ
る
高
温

障
害
に
よ
る
も
の
で
、
猛

暑
が
米
不
足
・
価
格
高
騰

の
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
鮮
明
と
な
っ
た
。

▽
25
年
度
産
主
食
用
米
は

生
産
量
56
万
㌧
増
・
作
付

面
積
10
・
4
万
㌶
増
見
通

し
同
省
は
7
月
30
日
の
食

糧
部
会
で
、
25
年
産
主
食

用
米
に
つ
い
て
、
生
産
量

は
6
8
3
万
㌧
か
ら
7
3

5
万
㌧
へ
と
56
万
㌧
増
加

し
、
作
付
面
積
は
1
3

6
・
3
万
㌶
で
前
年
実
績

比
10
・
4
万
㌶
増
加
す
る

と
の
見
通
し
を
示
し
た
。

こ
れ
ら
の
数
値
は
、
25
年

産
水
田
に
お
け
る
戦
略
作

物
等
の
作
付
意
向
調
査

（
6
月
末
時
点
）
の
結
果

を
元
に
推
計
し
た
も
の
。

生
産
量
・
作
付
面
積
と

も
に
大
幅
増
に
な
る
見
通

し
だ
が
、
主
食
用
米
は
価

格
上
昇
を
受
け
、
今
年
は

飼
料
用
米
や
加
工
用
米
か

ら
主
食
用
米
の
生
産
に
切

り
替
え
る
農
家
が
多
く
、

38
道
府
県
が
主
食
用
米
の

作
付
面
積
を
前
年
実
績
よ

り
増
や
す
と
回
答
し
て
い

る
。

農
林
水
産
省
は
7
月
30
日
、
24
年
産
主
食
用
米
等
の
需
要
量
（
24
年
7
月
か
ら

25
年
6
月
末
）
が
、
当
初
見
通
し
の
6
7
4
万
㌧
か
ら
37
万
㌧
上
振
れ
し
7
1
1

万
ト
ン
だ
っ
た
と
の
試
算
を
公
表
し
た
。
24
年
産
米
の
生
産
量
実
績
は
6
7
9
万

㌧
だ
っ
た
た
め
、
実
際
に
は
需
要
に
対
し
て
生
産
量
が
32
万
㌧
不
足
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
昨
夏
以
降
の
価
格
高
騰
は
流
通
の
目
詰
ま
り
で
は
な
く
、
生
産
不
足

が
招
い
た
可
能
性
が
高
い
。

▼

価
格
高
騰
は
生
産
不
足
の
可
能
性

▼

流
通
の
目
詰
ま
り
確
認
で
き
ず

転
勤
の
考
え
方

農
水
省
推
計

農
林
水
産
省
が
7
月
18

日
に
公
表
し
た
2
0
2
5

年
産
の
水
田
作
物
の
作
付

意
向
調
査
（
6
月
末
時

点
）
に
よ
る
と
、
飼
料
用

米
の
作
付
面
積
が
4
・
9

万
㌶
と
な
り
、
前
年
産
か

ら
半
減
す
る
見
通
し
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
価

格
が
上
昇
し
て
い
る
主
食

用
米
へ
の
転
換
が
進
ん
だ

こ
と
が
要
因
。

飼
料
用
米
に
つ
い
て
は

一
般
品
種
の
助
成
単
価
を

24
年
産
か
ら
段
階
的
に
引

き
下
げ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
22
年
産
の
14
・
2
万

㌶
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

に
あ
っ
た
が
、
主
食
用
米

の
価
格
高
騰
が
さ
ら
に
追

い
打
ち
を
か
け
る
形
と
な

っ
た
。

都
道
府
県
別
に
み
る

と
、
東
京
都
と
沖
縄
県
を

除
く
45
道
府
県
が
前
年
産

か
ら
減
ら
す
見
通
し
。
特

に
、
24
年
産
で
上
位
5
県

だ
っ
た
栃
木
県
、
茨
城

県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、

千
葉
県
は
す
べ
て
半
分
以

下
の
作
付
面
積
と
な
る
。

こ
の
他
、
主
食
用
米
以

外
の
米
で
は
加
工
用
米
が

前
年
比
13
％
減
、
米
粉
用

米
が
同
41
％
減
、
新
市
場

開
拓
用
米
（
輸
出
用
米
）

が
16
％
減
だ
っ
た
。

２５
年
産
飼
料
用
米
半
減
見
通
し

主
食
用
転
換
で
ピ
ー
ク
時
の
３
分
の
１
に

小
泉
農
水
大
臣
は
8
月

5
日
、
随
意
契
約
に
よ
る

政
府
備
蓄
米
に
つ
い
て
、

放
出
量
の
1
割
に
当
た
る

約
2
万
9
0
0
0
ト
ン
の

キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

物
流
や
精
米
の
遅
れ
な
ど

で
備
蓄
米
が
届
か
な
い
事

業
者
が
、
8
月
中
に
販
売

で
き
な
い
と
判
断
し
た
た

め
。
政
府
は
備
蓄
米
の
販

売
期
限
を
8
月
末
ま
で
と

し
て
い
る
。

随
契
米
２
万
９
０
０
０
㌧
キ
ャ
ン
セ
ル

納
期
遅
延
で
農
水
省

全
国
農
協
青
年
組
織
協

議
会
（
Ｊ
Ａ
全
青
協
）
は

今
年
の
3
〜
4
月
に
、
全

国
の
若
手
青
年
農
業
従
事

者
90
人
を
対
象
に
「
農
作

業
と
熱
中
症
に
関
す
る
実

態
調
査
」
を
行
っ
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
農
作
業
中

も
し
く
は
農
作
業
後
に
自

分
も
し
く
は
周
り
の
人
が

熱
中
症
に
罹
っ
た
こ
と
が

あ
る
人
が
6
割
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

▽
熱
中
症
に
注
意
が
必
要

だ
と
感
じ
る
場
面
は
「
重

労
働
や
一
人
に
な
り
や
す

い
環
境
」

農
作
業
の
中
で
も
熱
中

症
を
意
識
す
る
場
面
に

は
、
①
「
草
刈
り
作
業
や

薬
剤
散
布
の
時
」、
②「
ト

ラ
ク
タ
の
エ
ア
コ
ン
が
効

か
な
く
な
っ
た
時
」、
③

「
個
人
農
家
や
ハ
ウ
ス
内

で
の
水
や
り
作
業
時
」
な

ど
、
重
労
働
や
一
人
作
業

に
な
り
や
す
い
環
境
を
挙

げ
る
声
が
多
か
っ
た
。

◆
9
月
も
高
温
予
報
・
引

き
続
き
熱
中
症
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
◆

6
月
と
7
月
の
平
均
気

温
は
過
去
最
高
記
録
を
更

新
し
、
8
月
に
は
群
馬
県

伊
勢
崎
市
で
国
内
観
測
史

上
1
位
の
41
・
8
℃
を
記

録
す
る
な
ど
、
最
高
気
温

が
40
度
に
達
し
た
地
点
が

い
く
つ
も
出
て
い
る
。
命

に
関
わ
る
危
険
な
暑
さ
が

続
い
て
い
る
が
、
気
象
庁

は
、
9
月
も
歴
代
2
位
と

な
っ
た
昨
年
を
上
回
る
暑

さ
に
な
る
可
能
性
が
高
い

と
予
報
し
て
い
る
。
収
穫

期
で
多
忙
な
時
期
と
な
る

が
、
引
き
続
き
熱
中
症
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

農
作
業
と
熱
中
症
に
関
す
る
実
態
調
査

自
分
や
周
囲
が
熱
中
症

に
な
っ
た
人
は
６
割

Ｊ
Ａ
全
青
協
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労災保険小規模農家
も加入義務化へ

死
亡
事
故
増
加
を
受
け
厚
労
省
有
識
者
会
議

厚
生
労
働
省
の
有
識
者
会
議
は
7
月
29
日
、
従
業
員
を
雇
用
す
る
農
業
経
営
体

に
つ
い
て
、
従
業
員
数
に
関
係
な
く
労
災
保
険
へ
の
加
入
義
務
化
を
検
討
す
る
よ

う
提
言
を
ま
と
め
た
。
法
改
正
さ
れ
れ
ば
、
現
在
は
任
意
で
あ
る
従
業
員
4
人
以

下
の
経
営
体
も
加
入
が
義
務
と
な
る
。
提
言
の
背
景
に
は
、
農
業
の
死
亡
事
故
が

産
業
別
で
突
出
し
て
多
い
こ
と
や
、
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。

1
9
4
7
年
に
誕
生
し

た
労
働
者
災
害
補
償
保
険

（
略
称
、労
災
保
険
）は
、

業
務
上
の
事
由
又
は
通
勤

に
よ
る
労
働
者
の
負
傷
、

疾
病
、
障
害
、
死
亡
等
に

対
し
て
迅
速
か
つ
公
正
な

保
護
を
す
る
た
め
、
必
要

な
保
険
給
付
を
行
い
、
併

せ
て
労
働
者
の
社
会
復
帰

の
促
進
や
遺
族
の
援
護
を

図
る
制
度
。
雇
用
主
が
保

険
料
を
全
額
負
担
し
、
従

業
員
が
労
働
災
害
に
遭
っ

た
場
合
、
従
業
員
は
治
療

費
や
休
業
手
当
が
補
償
さ

れ
る
。

▽
未
加
入
の
場
合
は
雇
用

主
が
全
額
負
担
／
支
払
い

能
力
次
第
で
は
従
業
員
が

十
分
な
補
償
受
け
ら
れ
ず

労
災
保
険
は
、
労
働
者

を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
主
に
対
し
て
原
則
、
個

人
か
法
人
か
を
問
わ
ず
加

入
を
義
務
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
農
業
で
は
現

状
、
従
業
員
4
人
以
下
の

経
営
体
の
加
入
を
任
意
と

し
て
い
る
た
め
、
14
万
と

も
い
わ
れ
る
個
人
経
営
体

の
労
働
災
害
を
カ
バ
ー
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。未

加
入
の
経
営
体
で
労

働
災
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、
雇
用
主
が
医
療
費
な

ど
を
全
額
負
担
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
支
払
い
能
力

が
な
け
れ
ば
、
従
業
員
が

十
分
な
補
償
を
受
け
ら
れ

な
い
可
能
性
が
あ
る
。

▽
農
業
の
死
亡
事
故
数
は

増
加
傾
向
・
全
産
業
で
突

出
し
て
多
い

今
回
の
提
言
は
、
死
亡

事
故
が
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
大
き
な
理
由
だ
。

農
業
の
死
亡
事
故
数

は
、
従
事
者
数
の
大
幅
減

に
よ
り
数
こ
そ
減
っ
て
い

る
が
、
一
人
当
た
り
の
死

亡
確
率
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
2
0
2
2
年
の
10
万

人
当
た
り
の
死
亡
事
故
者

数
を
産
業
別
に
み
る
と
、

農
業
は
11
・
1
人
。
こ
れ

は
死
亡
事
故
が
多
い
と
さ

れ
る
建
設
業
5
・
9
人
の

約
2
倍
、
全
産
業
平
均

1
・
2
人
の
9
倍
に
上

る
。
ま
た
、
過
去
10
年
の

推
移
を
み
て
も
、
農
業
だ

け
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

死
亡
事
故
の
8
割
は
65

歳
以
上
だ
が
、
死
傷
事
故

は
農
作
業
経
験
3
年
以
下

の
従
事
者
が
過
半
を
占
め

る
。
作
業
別
で
は
転
落
転

倒
な
ど
の
「
農
機
事
故
」

が
7
割
近
く
で
、「
熱
中

症
」
が
1
割
強
。
一
人
作

業
に
な
る
機
会
が
多
く
、

ま
た
、
作
業
環
境
を
整
え

に
く
い
小
規
模
農
家
は
、

事
故
が
発
生
す
る
可
能
性

が
高
ま
り
や
す
い
環
境
に

あ
る
。

▽
義
務
化
に
は
雇
用
主
の

負
担
軽
減
が
必
須

労
災
保
険
制
度
の
見
直

し
は
、
1
9
6
9
年
の
暫

定
任
意
適
用
事
業
開
始
以

来
半
世
紀
ぶ
り
と
な
る

が
、
加
入
が
義
務
化
さ
れ

れ
ば
、
雇
用
主
に
は
保
険

金
や
事
務
手
続
き
の
負
担

が
生
じ
る
。
物
価
高
や
異

常
気
象
で
収
益
確
保
が
難

し
い
小
規
模
農
家
に
と
っ

て
、
今
以
上
の
支
出
増
は

厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
加

入
義
務
化
と
併
せ
て
、
雇

用
主
の
負
担
軽
減
対
策
の

導
入
も
求
め
ら
れ
る
。

全国平均１１１８円／全都
道府県で１０００円超え

２０２５年度最低賃金

2
0
2
5
年
度
の
最
低

賃
金
に
つ
い
て
、
厚
生
労

働
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
は

8
月
4
日
、
7
回
目
の
小

委
員
会
を
開
催
し
、
改
定

額
の
目
安
を
決
定
し
た
。

目
安
通
り
に
改
定
さ
れ
れ

ば
、
全
国
平
均
（
加
重
平

均
）
は
引
き
上
げ
幅
63
円

（
6
・
0
％
）、
最
低
賃

金
1
1
1
8
円
と
な
り
、

上
げ
幅
・
時
給
と
も
に
最

低
賃
金
を
時
給
換
算
で
示

す
02
年
度
以
降
で
過
去
最

大
と
な
る
。

ま
た
、
全
都
道
府
県
が

最
低
賃
金
を
目
安
通
り
63

円
引
き
上
げ
た
場
合
、
最

も
低
い
秋
田
県
な
ど
現
在

9
0
0
円
台
の
31
の
県
を

含
め
て
、
す
べ
て
の
都
道

府
県
の
最
低
賃
金
が
1
0

0
0
円
を
超
え
る
こ
と
に

な
る
。

最
低
賃
金
を
巡
る
審
議

が
7
回
に
及
ぶ
の
は
44
年

振
り
と
な
る
異
例
の
事

態
。
労
働
者
側
は
物
価
高

が
続
い
て
い
る
と
し
て
大

幅
な
引
き
上
げ
を
求
め
て

い
る
の
に
対
し
、
企
業
側

は
過
度
な
引
き
上
げ
は
中

小
企
業
の
経
営
に
打
撃
を

与
え
る
と
し
て
慎
重
な
姿

勢
を
示
し
て
い
る
こ
と

で
、
結
論
が
出
な
い
状
況

が
続
い
て
い
た
。

今
後
は
都
道
府
県
ご
と

に
開
か
れ
る
地
方
審
議
会

で
新
た
な
最
低
賃
金
を
決

定
し
、
10
月
以
降
、
順
次

適
用
さ
れ
る
。
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「政府備蓄米に関する１都３県在住者調査」
Ｐｏｎｔａリサーチ調べ

共
通
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
「
Ｐ
ｏ
ｎ
ｔ
ａ
（
ポ
ン

タ
）」
を
運
営
す
る
株
式

会
社
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
が
、
1
都
3

県
の
在
住
者
を
対
象
に

「
政
府
備
蓄
米
に
関
す
る

調
査
」
を
行
っ
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
備
蓄
米
を
実

際
に
購
入
し
た
人
は
1
割

程
度
し
か
い
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
ま
た
、
銘
柄

へ
の
こ
だ
わ
り
が
な
い
人

や
備
蓄
米
な
ど
安
さ
重
視

の
人
が
5
割
を
超
え
た
。

▽
政
府
備
蓄
米
の
認
知
率

は
86
・
1
％
も
目
撃
率
は

3
割
強
に
と
ど
ま
る
（
グ

ラ
フ
1
・
2
・
3
）

政
府
備
蓄
米
の
一
般
販

売
に
つ
い
て
「
知
っ
て
い

る
」
と
回
答
し
た
人
は
8

割
を
超
え
、
認
知
率
は
高

か
っ
た
。
し
か
し
、
実
際

に
店
頭
で
販
売
さ
れ
て
い

る
の
を
「
見
た
こ
と
が
あ

る
」
と
答
え
た
人
は
34
％

に
と
ど
ま
っ
た
。

ま
た
、
5
キ
ロ
2
0
0

0
円
前
後
と
い
う
価
格
設

定
に
つ
い
て
は
、
半
数
近

く
が
「
妥
当
だ
と
思
う
」

と
回
答
し
た
。

▽
備
蓄
米
の
購
入
経
験
は

12
・
7
％
／
味
や
品
質
に

不
満
を
感
じ
る
人
は
1
割

未
満
（
グ
ラ
フ
4
・
5
）

政
府
が
今
年
放
出
し
た

備
蓄
米
の
購
入
状
況
に
つ

い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
実

際
に
購
入
し
た
」
割
合
は

僅
か
1
割
強
で
、「
購
入

す
る
つ
も
り
は
な
い
」
が

5
割
弱
と
約
半
数
を
占
め

た
。購

入
場
所
は
「
ス
ー
パ

ー
」
64
・
6
％
、「
通
販

サ
イ
ト
」
33
・
1
％
、「
コ

ン
ビ
ニ
」
9
・
4
％
な
ど

で
、購
入
量
は「
5
キ
ロ
」

が
67
・
7
％
と
最
も
多
か

っ
た
。

味
や
品
質
に
つ
い
て
は

半
数
近
く
が
「
普
通
」
と

の
回
答
で
、「
と
て
も
満

足
」
と
「
や
や
満
足
」
と

の
回
答
が
合
わ
せ
て
4
割

だ
っ
た
。
一
方
、
不
満
を

感
じ
た
人
は
1
割
未
満
に

と
ど
ま
っ
た
。

▽
今
後
の
購
入
意
向
は

「
前
向
き
」
と
「
後
ろ
向

き
」が
半
々
（
グ
ラ
フ
6
）

今
後
、
政
府
備
蓄
米
の

販
売
が
続
い
た
場
合
の
購

入
意
向
は
、「
ぜ
ひ
購
入

し
た
い
」
と
「
機
会
が
あ

れ
ば
購
入
し
た
い
」
が
合

わ
せ
て
5
割
弱
。
対
し

て
、「
あ
ま
り
購
入
意
向

は
な
い
」
と
「
購
入
す
る

つ
も
り
は
な
い
」
が
合
わ

せ
て
5
割
強
と
ほ
ぼ
同
じ

割
合
だ
っ
た
。

購
入
を
迷
う
理
由
と
し

て
は
、「
品
質
（
味
・
産

地
な
ど
）」
が
47
・
2
％

と
最
も
多
く
、次
い
で「
精

米
日
や
鮮
度
」（
27
・
4

％
）、「
備
蓄
米
と
し
て
の

期
限
や
保
存
方
法
」（
27
・

2
％
）
が
挙
げ
ら
れ
た
。

▽
備
蓄
米
と
銘
柄
米
の
選

択
意
向
は
「
特
に
こ
だ
わ

り
は
な
い
」
が
3
割
弱

（
グ
ラ
フ
7
）

備
蓄
米
の
ほ
う
が
安
く

て
も
銘
柄
米
を
選
び
た
い

か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
最
多

は
「
特
に
こ
だ
わ
り
は
な

い
」
で
29
％
。
次
い
で
、

「
安
け
れ
ば
備
蓄
米
で
も

構
わ
な
い（
価
格
重
視
）」

が
26
％
、「
で
き
る
だ
け

銘
柄
米
を
選
び
た
い
（
価

格
が
高
く
て
も
ブ
ラ
ン
ド

重
視
）」
が
24
％
、「
銘
柄

や
価
格
よ
り
も
味
や
食
感

で
選
び
た
い
」
が
22
％
だ

っ
た
。

普
段
食
べ
て
い
る
銘
柄

に
つ
い
て
は
、「
特
に
決

ま
っ
た
銘
柄
は
な
い
」
が

36
・
1
％
と
最
も
多
く
、

銘
柄
別
で
は
「
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
の
35
・
9
％
と
「
あ

き
た
こ
ま
ち
」
の
26
・
2

％
が
多
か
っ
た
。

◆
リ
ク
ル
ー
ト
の
全
国
調

査
で
は
備
蓄
米
に
抵
抗
な

し
4
割
超
／
安
け
れ
ば
古

古
米
で
も
気
に
し
な
い
36

％
◆リ

ク
ル
ー
ト
が
6
月
に

全
国
7
7
0
0
人
を
対
象

に
行
っ
た
同
様
の
調
査
で

は
、「
備
蓄
米
に
抵
抗
が

な
い
」
が
44
・
1
％
、「
安

け
れ
ば
古
米
や
古
古
米
で

も
気
に
し
な
い
」
が
35
・

7
％
だ
っ
た
。

両
調
査
結
果
か
ら
は
、

産
地
や
品
質
に
こ
だ
わ
り

を
持
つ
消
費
者
が
一
定
数

い
る
も
の
の
、
全
体
的
に

は
4
割
ほ
ど
の
消
費
者
は

米
に
特
別
な
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
い
な
い
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
た
だ
、
リ
ク

ル
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

輸
入
米
の
購
入
に
対
し
て

は
45
％
が
抵
抗
を
感
じ
る

と
回
答
し
た
。

【
調
査
概
要
】

▼
調
査
実
施
者

共
通
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
「
Ｐ
ｏ
ｎ
ｔ
ａ
（
ポ
ン

タ
）」
を
運
営
す
る
株
式

会
社
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ

Ｆ
Ｍ
「
馬
渕
・
渡
辺

の
#
ビ
ジ
ト
ピ
」
と
の
共

同
実
施

▼
調
査
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査

▼
調
査
期
間

2
0
2
5
年
7
月
1
日

〜
7
月
3
日

▼
調
査
対
象

1
都
3
県
（
東
京
都
・

埼
玉
県
・
千
葉
県
・
神
奈

川
県
）
在
住
20
〜
60
代
の

Ｐ
ｏ
ｎ
ｔ
ａ
リ
サ
ー
チ
会

員
登
録
者

▼
有
効
回
答
数

1
0
0
0
名
（
性
年
代

別
に
各
1
0
0
サ
ン
プ
ル

回
収
）

▼
備
蓄
米
目
撃
率
は
３
割
強
／
購
入
割
合
は
１
割

▼
購
入
者
の
大
半
は
味
や
品
質
に
不
満
な
し
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